第28回L-band RF Gun開発G会合

日程：2011/2/23(水曜）

時間：13時30分より40分程度

出席者：浦川、高富、高野、早野、杉山、栗木（KEK会場）、加藤,、杉本、川瀬（阪大会場）、飯島、郭（広大会場）

接続：VIDEO-MCU2+WEBEX

◯杉山氏よりFNAL製空洞の現状について報告があった。

暗電流が284uA@27.7MV/mと大きかったため、空洞洗浄によりその低減を試みた。サンプルでのテスト結果に基づき、エタノールを媒質としたスポンジワイプ洗浄を実施した。その結果、暗電流は18.3uA@28.1MV/mへと減少し大きな効果が得られた。しかし40MV/mでの外挿値は9mA程度であり、さらなる低減が望まれる。4月からは3.5MW入力でのRF試験が予定されている。

Q：どこまで下げるのが目標か？

A：明確な指標はない。しかしビーム電流の0.1%より小さく抑えたい。

Q：DESYでの結果と比べた評価は？

A：外挿するとまだ一桁以上大きい。3.5MWでのエージング効果が期待できるので、それをふくめて評価したい。

◯加藤氏(磯山先生代理)より阪大空洞の現状について報告があった。

一月において最終加工、RF測定、ロウ着け、を予定していたが、トラブルにより遅れている。加工時の下流部ビームパイプ接合部の変形、カソード側ロウ着け面の削り込み、さらに下流側空洞内壁へのバイト接触である。このうち内壁へのバイト接触は修正不可と判断し、該当部分を作り直した。2/24加工終了予定、3/7のRF測定、ロウ着けを予定。

その他

◯3/2（水曜）の13時30分から、四月からのSTFでの実験の打ち合わせを行う。会場はKEK内で、部屋は未定。

次回会合は4/7（木曜）10時00分より

文責：栗木　　

